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要  約 

 

 水道により供給される水の 1,1-ジクロロエチレンの水質基準廃止に係る食品健康

影響評価を行った。 
清涼飲料水に係る化学物質として 1,1-ジクロロエチレンについて行った評価を

適用し、ラットを用いた 2 年間の飲水投与試験による肝小葉中心性の脂肪変性に基

づき BMDL10:4.6 mg/kg 体重/日とし、不確実係数 100（個体差、種差各 10）で除

した 46 μg/kg 体重/日を耐容一日摂取量（TDI）と設定した。 
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平成 19 年 3 月 15 日に食品安全委員会は厚生労働省に対し、清涼飲料水に係る化

学物質の食品健康影響評価（1,1-ジクロロエチレン）の結果として、「1,1-ジクロロ

エチレンの耐容一日摂取量を 46μg/kg 体重/日と設定する。」と通知した（参照１）。

この耐容一日摂取量に基づき、水道法に定められる水道水質に係る評価値を試算す

ると 0.1mg/L となる（現行水質基準値は 0.02mg/L）。この評価値を採用した場合、

浄水において評価値の 1/10（0.01mg/L）を超えて検出される事案が近年報告され

ていないため、「水質基準への分類要件」に該当しなくなる。このため、厚生労働

省は「1,1-ジクロロエチレン」に係る水質基準を廃止することとし、食品安全委員

会において、その食品健康影響評価を行うこととなった。 
清涼飲料水の評価以降、安全性が懸念される新たな知見の報告は認められていな

いことから、水道により供給される水の水質基準の設定に係る 1,1-ジクロロエチレ

ンの食品健康影響評価においては、清涼飲料水に係る化学物質として耐容一日摂取

量を設定した 1,1-ジクロロエチレンの食品健康影響評価の結果を適用できると考

えられる。 
 

Ⅰ．評価対象物質の概要 

１．用途 

ポリビニリデン共重合体の製造及び化学中間体として使用される揮発性の合

成有機化合物である。 
フィルム、ラテックス、繊維用塩化ビニリデン樹脂の高分子合成における単

量体として塩化ビニル、アクリロニトリル、アクリル酸エステルなどの共重合

に用いられる（参照 2）。 
 

２．一般名 

1,1-ジクロロエチレン、塩化ビニリデン 
 

３．化学名 

IUPAC 
和名：1,1-ジクロロエテン  
英名：1,1-dichloroethene 

CAS No.：75-35-4 
 

４．分子式 

C2H2Cl2 
 

５．分子量 

97 
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６．構造式 

 

 

 

 

 

７．物理化学的性状 

  物理的性状：特徴的な臭気のある、揮発性、無色の液体 
  融点（℃）：－122.5 
  沸点（℃）：31.6 
  比重（水＝1）：1.2 
  水への溶解性：（水溶解度 0.25 g/100mL（25℃）） 
  水オクタノール分配係数（log Pow） ： 1.66  
  蒸気圧（kPa（20℃）） ： 66.51 
 

８．現行規制等 

（１）法令の規制値等 

水質基準値（mg/L）： 0.02 
環境基準値（mg/L）： 0.02 
その他基準：給水装置の構造及び材質の基準 0.002 mg/L  
       労働安全衛生法 なし 

（２）諸外国等の水質基準値またはガイドライン値 

WHO  （mg/L）： 0.03（第 3 版） 
EU  （mg/L）： なし 
US EPA（mg/L）： 0.007（Maximum Contaminant Level） 

 

Ⅱ．安全性に係る知見の概要 

暴露状況 

平成 17 年度水道統計における、1,1-ジクロロエチレンの水道水の検出状況（表 1）
は、原水において、最高検出値は、水道法水質基準値（0.02 mg/L）の 40%超過～

50%以下（1/5,238 地点）であったが、大部分は水質基準値の 10%以下（5,229/5,238
地点）であった。一方、浄水においては、最高検出値は水質基準値の 20%超過～30%
以下（2/5,204 地点）であったが、大部分は水質基準値の 10%以下（5,200/5,204
地点）であった。 
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表 1  水道水（原水・浄水）での検出状況 （参照 3） 
  

  
    基準値に対する度数分布表 

10%以

下 

10%超

過 

20%以

下 

20%超

過 

30%以

下 

30%超

過 

40%以

下 

40%超

過 

50%以

下 

50%超

過 

60%以

下 

60%超

過 

70%以

下 

70%超

過 

80%以

下 

80%超

過 

90%以

下 

90%超

過 

100%以

下 

100%超

過 
浄水

／ 

原水

の別 

水源種別 
測定 

地点数 
～

0.002 

(mg/L) 

～

0.004 

(mg/L) 

～

0.006

(mg/L)

～ 

0.008

(mg/L)

～

0.010

(mg/L)

～

0.012

(mg/L)

～

0.014

(mg/L)

～

0.016 

(mg/L) 

～

0.018 

(mg/L) 

～

0.020

(mg/L)

0.021

(mg/L)

～ 

全体 5,238 5,229 3 4 1 1 0 0 0 0 0 0

表流水 1,028 1,028 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ダム、湖沼水 310 310 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

地下水 3,114 3,106 2 4 1 1 0 0 0 0 0 0

原水 

その他 786 785 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

全体 5,204 5,200 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0

表流水 953 953 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ダム、湖沼水 296 296 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

地下水 2,807 2,803 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0

浄水 

その他 1,145 1,145 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（平成 17 年度調査結果） 

 
Ⅲ.食品健康影響評価 

清涼飲料水に係る化学物質として 1,1-ジクロロエチレンについて行った評価を

適用し、ラットを用いた 2 年間の飲水投与試験による肝小葉中心性の脂肪変性に基

づき BMDL10:4.6 mg/kg 体重/日とし、不確実係数 100（個体差、種差各 10）で除

した 46 μg/kg 体重/日を耐容一日摂取量（TDI）と設定した。 
 

 
TDI                   46 μg/kg 体重/日 

   （TDI 設定根拠）       慢性毒性試験 
  （動物種）        ラット 

（期間）                 2 年間 
  （投与方法）        飲水投与 
  （BMDL 設定根拠所見）  肝小葉中心性の脂肪変性 
  （BMDL10）         4.6 mg/kg 体重/日 

（不確実係数）        100（個体差、種差各：10） 
 

 

 

〔参考〕 
この耐容一日摂取量に基づき、総摂取量に対する飲料水の寄与率を 10%とし、体

重 50kg のヒトが 1 日 2L 飲むと仮定して水道水質に係る評価値を試算すると

0.1mg/ L となる。この評価値を採用した場合、浄水において、評価値の 1/10
（0.01mg/L)を超えて検出される事案は認められなかった。 
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